
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
職
場
に

し
た
い
。
職
員
は
勿
論
の
こ
と
、 

男
女
を
問
わ
ず
皆
で
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
仕
事
に
従
事
し
て
ほ
し

い
、
ま
た
、
元
請
・
下
請
も
問
わ

ず
係
わ
る
全
て
の
人
が
幸
せ
を
感

じ
て
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ

が
私
の
希
望
・
願
い
で
す
。
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 

私
達
す
み
れ
会
に
お
い
て
も
、

同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
職
員
間
、
職
員
と
利
用
者
さ

ん
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
市

や
県
の
担
当
の
方
々
、
そ
し
て
施

設
の
所
在
す
る
近
隣
の
住
民
の
皆

様
と
私
た
ち
を
取
り
巻
く
大
勢
の

方
々
が
、
喜
び
を
感
じ
、
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
全

員
で
気
配
り
を
し
、
お
互
い
を
助

け
合
い
、
小
さ
な
一
つ
ひ
と
つ
を

結
び
つ
け
、
大
き
な
輪
（
和
）
を

作
り
出
す
事
こ
そ
私
達
の
望
み
、

夢
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

新
年
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

明
る
く
、
楽
し
い
藤
枝
す
み
れ
会

を
地
域
や
関
係
の
方
々
の
力
を
借

り
て
、
共
に
作
り
上
げ
、
信
頼
さ 

 

み
れ
の
家
の
顔
、
柱
に
育
て
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

さ
て
、
先
月
五
月
二
十
五
日
に
、

今
年
度
二
回
目
の
理
事
会
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
六
年
度
事

業
、
決
算
報
告
、
二
十
七
年
度
の

事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
席
で
は
、
議
案
以
外
に
も

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
、
た
い

へ
ん
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
貴
重
な
意
見
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
委
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
四
月
以
降
、
各
所

で
総
会
や
新
年
度
に
向
け
た
活
動

等
の
打
合
せ
と
、
会
合
に
出
席
す

る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
先
日
、
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
の
社
長
さ
ん
の
話
が
、
印
象

に
残
り
私
達
に
と
っ
て
も
参
考
に

な
る
内
容
で
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。 

「
私
の
希
望
は
、
仕
事
に
係
わ
る

全
て
の
人
が
喜
び
を
感
じ
、
明
る 

れ
、
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
る
作

業
所
に
し
て
い
き
た
い
と
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

  

追
伸 

す
み
れ
会
も
二
十
六
年

度
は
い
ろ
い
ろ
と
経
験
を
積
む
機

会
に
恵
ま
れ
、
運
営
し
て
い
く
事

の
難
し
さ
も
楽
し
さ
も
味
わ
う
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生

か
し
大
き
く
飛
躍
す
る
年
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
新
た
め
て
お
願
い
し

挨
拶
と
し
ま
す
。 

二
十
七
年
度
が
始
ま
り
、
早
く

も
二
ヶ
月
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
。
す
ぐ
そ
こ
に
暑
い
暑
い
夏
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
体
調
管
理
を

万
全
に
、
し
っ
か
り
乗
り
切
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

お
か
げ
様
で
、
新
し
く
開
所
し

た
西
部
す
み
れ
の
家
も
順
調
に
運

営
さ
れ
、
い
よ
い
よ
焼
き
菓
子
の

製
造
販
売
が
本
格
的
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。 

好
評
な
焼
き
菓
子
だ
け
に
、
す 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時 平成２7 年 5 月 25 日（月） 

   午後 6 時 3０分より 

場所 西部すみれの家にて開催 

者
よ
り
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
監

査
結
果
の
報
告
を
監
事
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

＝
報
告
事
項
＝ 

西
部
す
み
れ
の
家
創
設
事
業
最

終
報
告
に
つ
い
て
総
括
事
業
長
よ

り
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

 

説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

 

第
二
号
議
案 

平
成
二
十
六
年
度
社
会
福
祉
法
人 

藤
枝
す
み
れ
会
事
業
報
告
に
つ
い
て 

 

議
事
事
項 

 

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
執
行
に

つ
い
て
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
と
総
括
事
業
長
よ
り
説
明
い
た
し

ま
し
た
。 

平
成
二
十
六
年
度
藤
枝
す
み
れ
会

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
報
告
を
通

所
部
門
長
よ
り
説
明
い
た
し
ま
し

た
。 

 

第
三
号
議
案 

 

平
成
二
十
六
年
度
社
会
福
祉
法
人

藤
枝
す
み
れ
会 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
係
る
決
算
報
告
及
び
平
成

二
十
六
年
度
の
監
査
報
告
に
つ
い
て 

 
議
案
事
項 

 

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
執
行
に

伴
う
一
般
会
計
、
就
労
支
援
事
業
会 

計
並
び
に
特
別
会
計
に
お
け
る
収
支

決
算
に
つ
い
て
の
説
明
を
会
計
責
任 

平
成
二
十
七
年
度 

第
二
回
社

会
福
祉
法
人
藤
枝
す
み
れ
会 

理

事
会
、
評
議
員
会
が
西
部
す
み
れ

の
家
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
理
事

会
で
は
、
第
一
号
議
案
か
ら
第
三

号
議
案
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
評
議
員
会
で

は
第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案

ま
で
の
議
案
事
項
に
つ
い
て
意
見

徴
収
す
る
も
の
と
し
、
報
告
事
項

は
時
機
に
応
じ
た
事
象
の
報
告
を

行
う
も
の
で
各
々
活
発
な
議
論
の

上
、
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
＝
議
事
＝ 

 

第
一
号
議
案 

 

定
款
変
更
に
つ
い
て 

 

議
事
事
項 

 

新
築
し
た
西
部
す
み
れ
の
家
の

建
物
に
つ
い
て
基
本
財
産
に
編
入

す
る
た
め
、
ま
た
、
同
土
地
に
つ

い
て
取
得
時
の
地
目
「
田
」
か
ら

「
宅
地
」
へ
変
更
し
た
こ
と
に
伴

い
定
款
の
一
部
に
変
更
が
生
じ
た

た
め
の
提
案
を
事
務
部
門
長
よ
り 

『
五
月
二
十
五
日 

 

決
算
業
務
監
査
』
の
様
子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資産の部 負債・純資産の部

勘定科目 金額 勘定科目 金額

流動資産 226,089,728 流動負債 125,213,708

（内たな卸資産） 104,978 固定負債 17,849,000

固定資産 215,263,080 純資産 298,290,100

(内設備整備等積立預金） 10,000,500 次期繰越活動収支差額 87,721,075

合計 441,352,808 441,352,808

支出の部 収入の部

勘定科目 金額 勘定科目 金額

就労支援活動支出 8,570,370 就労支援活動収入 8,508,215

福祉事業活動支出 147,678,431 福祉事業活動収入 163,518,641

事業活動外支出 80,632,174 事業活動外収入 80,530,077

特別支出 87,443,280 特別収入 104,639,581

合計 324,324,255 合計 357,196,514

当期活動収支差額 32,872,259

前期繰越活動収支差額 26,699,816

当期末活動収支差額 59,572,075

設備整備等積立金取崩額 38,149,000

その他の積立金積立額 10,000,000

次期繰越活動収支差額 87,721,075

支出の部 収入の部

勘定科目 金額 勘定科目 金額

就労支援事業支出 8,508,215 就労支援事業収入 8,508,215

福祉事業支出 220,390,056 福祉事業収入 241,899,198

施設整備等支出 162,107,570 施設整備等収入 105,002,177

財務活動等支出 12,151,000 財務活動等収入 58,149,000

合計 403,156,841 413,558,590

当期資金収支差額 10,401,749

前期末支払資金残高 90,369,293

当期末支払資金残高 100,771,042

貸　借　対　照　表

事　業　活　動　収　支　計　算　書

資　金　収　支　計　算　書

 

平
成
二
十
六
年
度
は
、
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
の

で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

一
．
重
点
施
策
に
対
す
る
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て 

㈠
法
人
事
業
の
円
滑
な
運
営 

㈡
西
部
す
み
れ
の
家
の
建
設 

㈢
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
所 

の
三
点
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
具

体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
と
な
り

ま
す
。 

 

㈠
法
人
事
業
の
円
滑
な
運
営 

➀
組
織
の
再
編
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
各
事
業
所
の
所
長
を
廃
止
し
、

職
務
名
も
変
わ
り
、
大
き
な
変
革

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
組
織
体
制

の
管
理
監
督
者
に
つ
い
て
、
事
務

長
、
次
長
、
所
長
、
事
務
長
代
理
、

副
所
長
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

を
廃
止
し
、
総
括
事
業
長
、
通
所

部
門
長
、
副
通
所
部
門
長
、
地
域

生
活
部
門
長
、
事
務
部
門
長
、
サ

ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
、
会
計
責
任 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

者
を
置
き
、
各
管
理
監
督
者
の
職 

務
を
以
下
の
通
り
と
し
ま
し
た
。 

・
総
括
事
業
長
は
、
理
事
長
の
命 

を
受
け
、
法
人
運
営
の
統
括
を
行 

う
。 

・
通
所
部
門
長
は
、
理
事
長
の
命 

を
受
け
、
管
理
者
（
施
設
長
）
と 

し
て
、
所
管
部
門
運
営
の
統
括
を 

行
う
。 

・
地
域
生
活
部
門
長
、
事
務
部
門 

長
、
副
通
所
部
門
長
は
、
通
所
部 

門
長
の
命
を
受
け
、
所
属
職
員
の 

指
揮
監
督
を
行
う
。 

 

②
新
会
計
基
準
に
向
け
た
会
計
処 

理
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
会
計 

責
任
者
・
小
口
現
金
出
納
員
を
本 

部
に
集
約
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新 

会
計
処
理
の
研
修
に
参
加
す
る
と 

と
も
に
、
新
会
計
基
準
へ
の
移
行 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
移
行 

準
備
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

③
職
員
の
育
成
（
職
員
研
修
の
開 

催
） 管

理
者
等
の
期
中
面
談
を
実
施 

し
、
外
部
研
修
等
の
情
報
提
供
を 

  

す
る
と
と
も
に
、
研
修
報
告
に
よ 

り
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。 

 

【
内
部
研
修
】 

職
員
研
修
計
画
に
沿
っ
て
、
法 

人
全
体
を
対
象
と
す
る
職
員
研
修 

及
び
事
業
所
ご
と
に
実
施
す
る
職 

員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
研 

修
、
介
護
と
就
労
に
分
け
た
グ
ル 

ー
プ
研
修
、
事
業
所
ご
と
に
行
う 

研
修
の
三
形
態
で
実
施
し
ま
し
た
。 

・
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
を
二
回 

実
施
し
ま
し
た
。 

一
．
総
括
事
業
長
・
通
所
部
門
長
・ 

地
域
生
活
部
門
長
・
事
務
部
門
長
・ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
を
対
象
と 

す
る
、
外
部
講
師
に
よ
る
人
事
労 

務
管
理
等
の
研
修
を
実
施
し
ま
し 

た
。 

二
．
「
社
会
福
祉
法
人
み
ぬ
ま
福 

祉
会
川
口
太
陽
の
家
工
房
集
」
副 

施
設
長
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し 

た
。 

 

【
外
部
研
修
】 

障
害
者
虐
待
防
止
権
利
擁
護
研

修
、
自
閉
症
支
援
講
座
、
就
労
支
援 

 

ス
キ
ル
向
上
研
修
・
基
礎
研
修
、

製
菓
知
識
研
修
、
介
護
職
の
た
め

の
薬
の
基
礎
知
識
、
経
理
基
礎
講

座
、
て
ん
か
ん
専
門
職
セ
ミ
ナ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
研
修
、
外

部
施
設
見
学
等
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

㈡
西
部
す
み
れ
の
家
の
建
設
に
つ 

い
て 

・
建
物
概
要
：
鉄
骨
造 

地
上
二 

階
建 

延
床
面
積
四
三
二
、
二
八 

㎡
。 

・
利
用
定
員
、
就
労
移
行
支
援 

定 

員
十
名
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

 

定
員
十
五
名
。 

・
工
事
着
工
：
平
成
二
十
六
年
九 

月
一
日 

・
工
事
完
成
：
平
成
二
十
七
年
二 

月
二
十
四
日 

・
竣
工
式
：
平
成
二
十
七
年
三
月 

十
九
日 

・
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
開
所 

 

資
料
と
し
て
西
部
す
み
れ
の
家
創

設
事
業
最
終
報
告
の
収
支
決
算
書

に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

㈢
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て 

建
築
基
準
法
及
び
消
防
法
の
改

正
等
に
よ
り
当
初
計
画
か
ら
大
幅

な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
、
返
済
計
画
が
確
定
に
は
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
九
月

二
十
六
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会

に
お
い
て
、
本
事
業
計
画
の
取
り

下
げ
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
．
通
所
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
変
更 

東
部
す
み
れ
の
家
は
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止

し
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
単
体
事
業

所
と
し
て
、
支
援
内
容
の
充
実
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
た
し
ま

し
た
。
南
部
す
み
れ
の
家
、
北
部

す
み
れ
の
家
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

三
．
会
議 

㈠
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催 

理
事
会
、
評
議
員
会
を
五
月
、
八 

月
、
九
月
、
十
一
月
、
平
成
二
十 

七
年
一
月
、
三
月
に
開
催
し
ま
し 

た
。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収 支 決 算 書 
区 分 収 入 区 分 支 出 

国・県補助金 
市補助金 
設置者負担金 
(内訳) 
 自己資金 
 借入金 

77,764,000 
10,000,000 
78,541,641 

   
58,541,641 
20,000,000 

本体工事費 
外構工事費 
土地購入費 
建設工事監理業務料 
備品一式 

119,464,200 
10,692,000 
25,343,441 

6,702,000 
4,104,000 

 
合 計 166,305,641 合 計 166,305,641 

 

西部すみれの家創設事業が完了しました。最終報告として西部すみれの家創設事

業の収支決算の報告をいたします。 

㈡
運
営
委
員
会
の
開
催 

毎
月
一
回
開
催
し
、
九
月
、
十

一
月
の
二
回
の
緊
急
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

四
．
そ
の
他 

㈠
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底 

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
を
サ
ー
ビ 

ス
管
理
責
任
者
の
会
議
の
中
で
行

い
ま
し
た
。 

・
苦
情
等
へ
の
早
急
な
対
応
が
課

題
と
な
り
ま
し
た
。 

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
業
務
の
振

り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

㈡
啓
発
活
動
の
推
進 

各
事
業
所
が
、
見
学
者
、
実
習

生
、
福
祉
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行

い
、
事
業
所
の
お
祭
り
、
地
域
の

公
民
館
祭
り
、
支
援
学
校
や
高

校
・
企
業
等
各
種
団
体
な
ど
と
の 

地
域
交
流
を
積
極
的
に
進
め
ま
し

た
。 

 

 

 

㈢ 

健
康
診
断
の
実
施 

医
師
の
巡
回
（
月
一
回
）
、
看
護

師
の
巡
回
（
週
一
回
）
を
定
期
的

に
実
施
し
ま
し
た
。
藤
枝
医
師
会

検
診
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
希
望

者
の
み
年
一
回
の
定
期
健
康
診
断

を
行
い
ま
し
た
。 

 

五
．
防
災
対
策
の
充
実
化 

事
業
所
ご
と
の
防
災
訓
練
に
つ

い
て
は
毎
月
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
法
人
全
体
の
情
報
共
有

の
場
で
あ
る
防
災
対
策
委
員
会
を

開
催
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
平
成
二
十
七
年
度
に
し

っ
か
り
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

六
．
緊
急
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
等
に
つ
い
て
、
県
・
市
か
ら

の
速
報
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。

そ
の
都
度
、
各
事
業
所
に
情
報
の

共
有
化
と
周
知
徹
底
を
図
り
ま
し

た
。 

 

◎
東
部
す
み
れ
の
家
（
生
活
介
護
）

生
活
介
護
単
独
事
業
所
と
し
て 

再
出
発
を
す
る
に
あ
た
り
、
支
援 

内
容
の
見
直
し
と
充
実
を
課
題
に 

取
り
組
み
ま
し
た
。 

・
一
人
ひ
と
り
の
表
現
力
を
生
か

す
創
作
活
動
の
推
進
を
通
し
て
魅

力
的
な
作
品
や
製
品
が
た
く
さ
ん

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。 

・「
ふ
じ
の
く
に
型
サ
ー
ビ
ス
」
を

意
識
し
、
様
々
な
人
が
集
う
交
流

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
利

用
者
が
週
一
～
二
回
利
用
で
き
る

よ
う
に
運
行
計
画
を
立
て
て
実
施

し
ま
し
た
。 

 

◎
南
部
す
み
れ
の
家
（
生
活
介

護
・
就
労
移
行
・
就
労
継
続
Ｂ
） 

次
年
度
に
は
新
設
事
業
所
に
就

労
移
行
サ
ー
ビ
ス
と
就
労
Ｂ
の
何

人
か
の
利
用
者
が
移
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
円
滑
な
移
行
と
支
援
内
容

の
充
実
を
課
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。 

 



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
介
護
で
は
月
二
回
の
体
操
教
室
な

ど
の
体
力
作
り
が
功
を
奏
し
た
の

か
、
欠
席
者
が
少
な
く
出
席
率
九
十

七
％
で
し
た
。
藤
枝
市
の
日
中
一
時

支
援
事
業
実
施
（
延
長
利
用
サ
ー
ビ

ス
）
の
要
望
が
高
く
、
次
年
度
の
実

施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

・
就
労
移
行
で
は
二
年
目
の
利
用
者

の
職
場
実
習
の
計
画
的
な
実
施
に

よ
り
就
職
者
三
名
と
い
う
実
績
を

上
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

・
就
労
継
続
Ｂ
で
は
新
設
事
業
所
へ

の
移
行
も
見
越
し
て
二
社
か
ら
新

規
下
請
作
業
を
引
き
受
け
る
事
や

園
芸
の
新
製
品
開
発
に
努
め
る
事

で
目
標
工
賃
達
成
を
目
指
し
ま
し

た
。
結
果
的
に
は
残
念
な
が
ら
達
成

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

◎
北
部
す
み
れ
の
家
（
生
活
介
護
・

就
労
継
続
Ｂ
） 

次
年
度
に
は
新
設
事
業
所
に
焼

菓
子
製
造
と
就
労
継
続
Ｂ
の
何
人

か
の
利
用
者
が
移
る
事
を
踏
ま
え
、

円
滑
な
移
行
と
支
援
内
容
の
充
実
を

課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

・
介
護
で
は
一
人
ひ
と
り
の
体
力
や
、 

 

興
味
関
心
な
ど
に
配
慮
し
た
グ
ル
ー

プ
編
成
に
よ
る
生
産
・
体
験
活
動
を

通
し
て
達
成
感
や
満
足
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
次
年
度
か
ら
移

動
支
援
が
通
所
の
た
め
の
送
迎
に
利

用
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
個
々
の

実
状
に
応
じ
た
実
施
が
更
に
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

・
就
労
継
続
Ｂ
で
は
新
規
の
下
請
作

業
を
引
き
受
け
る
こ
と
や
焼
菓
子
の

販
路
拡
大
を
ね
ら
っ
て
エ
ス
パ
ル
ス

ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ザ
へ
の
出
店
を
試

み
、
目
標
工
賃
達
成
を
目
指
し
ま
し

た
。
バ
タ
ー
の
品
不
足
が
起
き
る
な

ど
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
到
達
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

社
会
福
祉
法
第
四
十
条
並
び
に

社
会
福
祉
法
人
藤
枝
す
み
れ
会
定

款
第
十
一
条
に
基
づ
き
、
監
査
結

果
を
報
告
し
ま
す
。 

 

㈠
事
業
報
告
書
は
、
関
連
す
る
法

令
及
び
通
知
に
従
い
、
事
業
の
執 

行
状
況
は
正
し
く
示
さ
れ
て
お
り
、 

不
整
の
点
は
な
い
と
認
め
ま
し
た
。 

 

㈡
財
産
目
録
は
、
関
連
す
る
法
令
お
よ

び
通
知
に
従
い
、
財
産
は
正
し
く
示
さ

れ
て
お
り
、
不
整
の
点
は
な
い
と
認
め

ま
し
た
。 

 

㈢
貸
借
対
照
表
は
、
関
連
す
る
法
令
お

よ
び
通
知
に
従
い
、
資
産
と
負
債
の
状

況
は
正
し
く
示
さ
れ
て
お
り
、
不
整 

の
点
は
な
い
と
認
め
ま
し
た
。 

 

㈣
資
金
収
支
計
算
書
及
び
事
業
活
動

収
支
計
算
書
は
、
関
連
す
る
法
令
お
よ

び
通
知
に
従
い
、
収
入
と
支
出
の
状
況

は
正
し
く
示
さ
れ
て
お
り
、
不
整
の
点

は
な
い
と
認
め
ま
し
た
。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日
（
金
）

西
部
す
み
れ
の
家
に
て
利
用
者
、

保
護
者
、
当
法
人
職
員
、
藤
枝
特

別
支
援
学
校
と
焼
津
分
校
か
ら
の

来
賓
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
『
開

所
式
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

来
賓
ご
祝
辞
の
言
葉
で
、
藤
枝
特

別
支
援
学
校
、
焼
津
分
校
の
そ
れ

ぞ
れ
の
先
生
方
よ
り
と
て
も
暖
か

い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
開
所
式
に
む
け
て
自
分

達
で
飾
り
付
け
も
作
っ
て
い
た
利

用
者
は
皆
、
真
剣
に
祝
辞
を
聞
き
、

始
ま
り
の
式
典
と
い
う
事
へ
の
思

い
を
受
け
て
気
持
ち
の
引
き
締
ま

っ
た
お
辞
儀
を
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
利
用
者
達
が
西
部
す
み
れ

の
家
で
活
動
を
行
う
新
た
な
気
持

ち
を
「
決
意
表
明
」
と
し
て
発
表

し
ま
し
た
。 

「
シ
ー
ラ
ー
を
上
手
に
や
り
た
い

で
す
。
」 

「
色
ん
な
お
菓
子
が
作
れ
る
と
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」 

「
も
っ
と
早
く
仕
事
が
出
来
る
よ 

う
に
頑
張
り
ま
す
。
」 

「
仕
事
訓
練
、
体
力
作
り
を
頑
張

り
ま
す
。
集
中
し
て
作
業
を
し
ま

す
。
」 

「
一
日
も
早
く
就
職
出
来
る
よ
う

に
頑
張
り
、
職
場
実
習
で
は
上
司

の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
頑
張
り
ま

す
。
」 

等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
頑
張
る

事
を
皆
の
前
で
一
人
ず
つ
述
べ
ま

し
た
。
利
用
者
、
職
員
共
に
新
た

な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
暖
か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 

藤
枝
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生

六
名
が
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

か
ら
藤
枝
す
み
れ
会
に
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。
南
部
す
み
れ
の
家
生

活
介
護
に
二
名
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
に
二
名
、
北
部
す
み
れ
の
家
就
労

継
支
援
Ｂ
型
に
一
名
が
入
り
ま
し

た
。
刺
し
子
が
得
意
で
休
み
時
間
に

刺
し
子
を
き
れ
い
に
縫
い
あ
げ
て

い
る
人
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

あ
っ
て
職
員
に
絵
を
描
い
て
貰
い

絵
本
の
様
に
き
れ
い
に
塗
り
あ
げ

る
人
、
大
好
き
な
雑
誌
を
き
れ
い
に 

折
っ
て
大
事
に
す
る
人
、
自
分
の
好

き
な
絵
を
描
く
人
、
す
ぐ
に
皆
に
う

ち
と
け
る
人
と
色
々
な
個
性
が
光

る
部
分
を
持
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
入

ら
れ
た
先
輩
か
ら
も
嬉
し
そ
う
に

迎
え
ら
れ
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
居

場
所
を
作
っ
て
日
々
過
ご
し
て
い

ま
す
。 

す
み
れ
の
家
の
活
動
を
通
し
て
、
そ

し
て
仲
間
と
過
ご
す
事
を
通
し
て

日
々
共
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
藤
枝
す
み
れ
会
の
理
念
に
基
づ

い
た
「
だ
れ
も
が
生
き
生
き
と
、
豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
ま

す
」
そ
ん
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

一輪に寄り添う

ように咲いて 
一つになってい

るバラのように 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
よ
り

採
用
さ
れ
た
六
名
の
職
員
の
初
任

職
員
内
部
研
修
が
六
月
に
行
わ
れ

ま
す
。「
藤
枝
す
み
れ
会
が
運
営
す

る
事
業
所
の
活
動
を
体
験
し
、
福

祉
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
を
深
め

る
。
自
分
以
外
の
支
援
員
の
利
用

者
さ
ん
へ
の
支
援
か
ら
学
び
、
今

後
に
生
か
す
」
を
目
的
と
し
て
行

い
ま
し
た
。 

採
用
か
ら
二
ヵ
月
半
ほ
ど
経
過
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

2 種のシュナウザー犬

を飼っています 

東部すみれの家 

山
やま

﨑
ざき

遥那
はるな

常勤職員 
「
利
用
者
・
職
員
共
に
明
る
く
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
あ
り
、
生

き
生
き
と
し
た
姿
が
あ
り
ま
す
。

良
い
所
を
も
っ
と
伸
ば
せ
る
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」 

 

趣味はクライマー 
 

東部すみれの家 

木村
きむら

秀子
ひでこ

非常勤職員 
「
職
員
は
利
用
者
を
よ
く
見
て
寄

り
添
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

年
を
重
ね
な
が
ら
経
験
出
来
る
事

を
一
緒
に
立
ち
会
わ
せ
て
貰
い
な

が
ら
、
寄
り
添
い
、
一
緒
に
出
来

る
事
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」 

フェレットを 
飼っています 

西部すみれの家 

深 澤
ふかざわ

忠
ただ

輔
すけ

非常勤職員 
「
利
用
者
・
職
員
の
立
場
関
係
な

く
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
る

関
係
を
築
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
さ
ん
の
く
れ
る
笑
顔

を
、
利
用
者
さ
ん
の
目
線
に
立
っ

て
笑
顔
で
返
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
」 

趣味はパン作り 

西部すみれの家 

松 山
まつやま

貴子
たかこ

非常勤職員 「
職
員
の
配
慮
の
仕
方
が
勉
強
に

な
り
ま
す
。
個
々
の
特
性
を
見
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
し
、
一
緒
に
勉
強
を
し
て

共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」 

南部すみれの家 

亀 山
かめやま

純 子
じゅんこ

非常勤職員 

趣味にジャグリング

をやります 

「
日
々
色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
貰

っ
て
お
り
、
個
々
を
伸
ば
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
本
人
主
体
で
動
け

る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
利
用
者
の
中
に
あ

る
温
か
い
も
の
を
自
分
も
持
ち
合

わ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」 

北部すみれの家 

桑折
こおり

ひさみ非常勤職員 

趣味は手芸です 

「
全
体
を
見
て
個
々
の
特
性
に
合

わ
せ
、
そ
の
時
に
応
じ
た
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
な
が

ら
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」 

現
在
、
各
す
み
れ
の
家
を
体
験

す
る
研
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
こ
の
施
設
と
し
て
同
じ
も
の
は

な
く
、
学
ぶ
も
の
も
千
差
万
別
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
一
一
人
も

の
利
用
者
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
支
援
し
て
い
く
支
援
者
と

し
て
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
新
し
い
目
で
見
て
感
じ
た

も
の
を
こ
れ
か
ら
の
利
用
者
支
援

に
繋
げ
て
い
く
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

藤
枝
市
田
中
在
住
の
ご
夫
婦
が

折
り
紙
で
作
り
続
け
て
い
る
お
花

の
く
す
玉
。
色
鮮
や
か
で
と
て
も
精

巧
に
作
ら
れ
て
い
る
そ
の
「
お
花
」

は
福
祉
施
設
や
幼
稚
園
な
ど
へ
配

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
す
み
れ
の
家
か

ら
広
く
社
会
に
差
し
上
げ
て
欲
し

い
と
い
う
ご
夫
婦
の
願
い
の
元
、
サ

ロ
ン
の
方
と
の
触
れ
合
い
の
場
な

ど
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
皆

様
に
と
て
も
喜
ば
れ
、
そ
の
事
を
お

伝
え
す
る
と
更
に
ま
た
作
っ
て
届

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ご
夫
婦

に
と
っ
て
も
「
喜
ば
れ
る
」
と
い
う

事
が
「
生
き
が
い
」
に
繋
が
っ
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
、「
喜
び
の
連
鎖
」

が
広
く
社
会
に
広
が
る
よ
う
に
願

い
ま
す
。 

す
み
れ
の
家
で
は
各
施
設
の
特

色
の
あ
る
自
主
製
品
を
作
り
、
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
北
部
す
み
れ

の
家
が
高
校
生
の
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
る
清
流
館
高
校
の
文
化
祭

の
福
祉
コ
ー
ナ
ー
に
て
六
月
六
日

に
出
店
を
し
、
西
部
す
み
れ
の
家

と
北
部
す
み
れ
の
家
が
販
売
を
し

て
き
ま
し
た
。
六
月
七
日
は
藤
枝

特
別
支
援
学
校
の
お
祭
り
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
東
部
す
み
れ
の
家

と
西
部
す
み
れ
の
家
が
販
売
を
し

て
き
ま
し
た
。 

両
日
共
に
天
気
に
恵
ま
れ
お
客

様
も
多
く
、
沢
山
の
方
に
来
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
清
流
館
高
校
で

は
「
す
み
れ
の
家
」
と
分
か
る
よ

う
な
飾
り
付
け
を
作
っ
て
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
。
」「
お
菓
子
ど
う
で
す
か
。
」「
お

布
巾
ど
う
で
す
か
」
等
の
売
り
子

に
福
祉
課
の
生
徒
達
が
利
用
者
と

一
緒
に
な
っ
て
い
る
姿
に
連
帯
感

が
あ
り
『
チ
ー
ム
』
が
出
来
て
い

る
と
実
感
し
ま
し
た
。
利
用
者
も 

 

お
客
様
に
対
し
て
お
釣
り
や
商
品

を
渡
す
こ
と
を
緊
張
し
な
が
ら
や

り
遂
げ
、
自
分
達
が
作
っ
た
も
の

を
選
ん
で
購
入
し
て
貰
え
る
喜
び

を
体
感
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝

を
し
、
こ
の
様
な
「
生
き
た
体
験
」

を
大
事
に
し
な
が
ら
地
域
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

藤枝特別支援学校のバザー 清流館高校文化祭のバザー 

南
部
す
み
れ
の
家
の
自
主
製
品

の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
今
年
度
も
静
岡

県
庁
よ
り
ご
依
頼
頂
き
ま
し
た
。

雨
の
中
の
納
品
と
な
り
ま
し
た
が

お
届
け
し
た
時
に
県
庁
職
員
の
皆

様
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
に
お
伺
い
し
た
時
も
「
あ
り
が

と
う
。
き
れ
い
で
に
ぎ
や
か
に
な

っ
た
よ
。
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
で
利
用
者

も
職
員
も
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
、

お
花
の
手
入
れ
も
楽
し
く
行
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
皆
様
と
の
繋
が
り
に
と
て

も
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。 

心がこもったお手入れをしました 

部屋を明るく彩っています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
部
す
み
れ
の
家
は
福
祉
の
実

践
、
教
育
の
場
の
提
供
の
一
つ
と

し
て
藤
枝
北
高
校
と
の
交
流
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
藤
枝
北
高
校
生

が
採
取
し
た
天
然
の
「
糀
菌
」
で

杉
井
酒
造
様
が
製
造
し
た
「
志
太

天
然
糀
菌
仕
込
み
の
純
米
酒
」
を

こ
の
度
、
東
部
す
み
れ
の
家
の
自

主
製
品
の
和
紙
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て

の
限
定
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
東

部
す
み
れ
の
家
だ
け
で
も
限
定
一

〇
〇
本
の
販
売
と
な
り
、
ご
購
入

頂
き
ま
し
た
方
に
は
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
地
域
に
周
知
し
て
い
く

大
事
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
事
は
東
部
す
み
れ
の
家

と
し
て
も
地
域
発
信
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
和
紙
商

品
は
使
用
済
み
パ
ッ
ク
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
取
り
→
か
く
は
ん
→
原
紙
漉

き
→
紙
ち
ぎ
り
→
本
番
漉
き
等
の

工
程
が
あ
り
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ 

 

が
自
分
の
担
当
を
生
き
生
き
と
行

っ
て
い
ま
す
。
注
文
を
伝
え
る
と

利
用
者
か
ら
は
手
を
叩
い
て
「
お

う
っ
」
と
の
声
が
あ
り
、『
注
文
に

応
え
よ
う
』『
頑
張
ろ
う
』
と
い
う

自
尊
心
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
育
み
な
が

ら
生
産
活
動
に
繋
が
っ
て
い
く
喜

び
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

ひとつの物を作りあげる達成感 

「
ふ
じ
の
く
に
型
サ
ー
ビ
ス
（
高

齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
活

用
し
、
高
齢
者
に
加
え
、
障
害
者
、

児
童
な
ど
年
齢
や
障
害
の
有
無
に 

関
わ
ら
ず
垣
根
な
く
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
）
」

の
思
い
を
汲
ん
だ
活
動
を
取
り
入

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
一
環

で
も
行
っ
た
創
作
活
動
。 

講
師
を
お
招
き
し
て
「
芸
術
活

動
」
と
し
て
自
分
の
思
い
を
表
現
で

き
る
「
も
の
づ
く
り
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
海
の
生
き
物
を
貼

り
絵
で
作
成
し
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と

つ
は
個
々
の
主
張
を
し
て
い
ま
す

が
、
一
つ
の
テ
ー
マ
の
中
に
取
り
入

れ
る
と
不
思
議
と
一
体
化
し
た
作

品
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
協
調
感
は

ま
る
で
東
部
す
み
れ
の
家
の
仲
間

の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
季
節
ご
と
に

飾
り
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。 

手順表を確認して受取ります 

 

就
労
移
行
支
援
事
業
で
は
、
働
く

た
め
に
必
要
な
知
識
や
能
力
、
身
だ

し
な
み
、
挨
拶
を
は
じ
め
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

よ
り
就
労
移
行
で
は
ゴ
ミ
回
収
訓

練
を
ス
タ
ー
ト
し
四
事
業
所
の
ゴ

ミ
を
回
収
し
ま
す
。
目
的
と
し
て
企

業
で
働
く
上
で
の
一
番
の
マ
ナ
―

で
あ
る
「
挨
拶
」
が
き
ち
ん
と
出
来

る
、
手
順
表
を
見
て
作
業
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
、
記
録
簿
を
記
入
す
る

等
を
行
っ
て
作
業
を
進
め
る
力
を

つ
け
た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
日
々
の
積
み
重

水族館の完成・仲間との一体感 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ね
で
定
着
し
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
言
わ
れ
た
か
ら
す
ぐ
に
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
繰
り

返
し
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
い
う
問
い
か
け
や
休
憩
時
間
の

度
に
調
理
室
を
見
に
来
る
利
用
者

か
ら
、
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
す
。

初
め
て
参
加
す
る
利
用
者
に
「
焼

き
菓
子
体
験
」
を
行
う
こ
と
で
利

用
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。
支
援
向
上
の
為

に
職
員
の
研
修
も
行
っ
て
お
り
、

以
前
よ
り
教
え
て
頂
い
て
い
る
西

洋
菓
子
シ
フ
ォ
ン
様
の
パ
テ
ィ
シ

エ
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
、

温
度
や
工
程
の
見
直
し
な
ど
学
び

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
更
に
お
い

し
い
焼
き
菓
子
へ
と
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り

の
焼
き
菓
子
を
作
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
文
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
と
し

て
生
活
介
護
で
株
式
会
社
志
太
紙

業
様
か
ら
Ｃ
Ｄ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
解
体

作
業
を
請
け
負
い
ま
し
た
。
内
容

と
し
て
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
Ｃ

Ｄ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
分
別
作
業
で
す
。

袋
の
開
封
や
ビ
ニ
ー
ル
を
取
っ
た

後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
紙
と
入
れ
物
に
分

類
し
ま
す
。
破
く
の
が
好
き
な
利

用
者
は
ビ
ニ
ー
ル
外
し
を
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
大
好
き
な
利
用
者
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
取
り
外
し
を
担
当
し
、
工
程
を

分
担
す
る
こ
と
で
個
々
が
一
つ
に

集
中
で
き
、
協
力
し
合
っ
た
生
産

活
動
と
な
り
ま
し
た
。「
工
賃
で
本 

を
買
い
た
い
」
等
、
明
確
な
目
的

が
あ
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
利
用
者

も
い
ま
す
。『
働
く
』
と
は
『
人
の

為
に
動
く
こ
と
』
と
い
う
意
味
合

い
も
言
わ
れ
て
い
て
『
人
の
役
に

立
つ
こ
と
』
が
『
人
に
愛
さ
れ
る
』

こ
と
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
者
に
認
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
生
き
が
い

と
言
え
ま
す
の
で
自
己
肯
定
、
他

者
肯
定
の
場
と
し
て
活
用
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

真
新
し
い
調
理
室
で
焼
き
菓
子

事
業
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
オ
ー
ブ
ン
に
新
し
い
調
理
器

具
、
そ
し
て
専
用
の
ロ
ッ
カ
ー
で

コ
ッ
ク
コ
ー
ト
に
着
替
え
る
事
も

嬉
し
い
様
子
の
利
用
者
達
。
清
潔

感
溢
れ
る
新
し
い
場
所
で
の
焼
き

菓
子
作
り
は
利
用
者
も
職
員
も
緊

張
を
伴
い
な
が
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
ま
で
北
部
す
み
れ
の
家
で

焼
き
菓
子
作
り
に
携
わ
っ
て
き
た

利
用
者
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
今
ま

で
行
え
な
か
っ
た
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し

い
環
境
で
の
プ
ラ
ス
の
表
れ
で

す
。 焼

き
菓
子
事
業
へ
の
関
心
は
沢

山
の
利
用
者
が
持
っ
て
お
り
、「
い

つ
作
る
こ
と
に
参
加
で
き
る
？
」 

丁寧なレクチャーに真剣 

お菓子作りは楽しい！ 

手順を覚えて集中しています 

 

六
月
十
日
に
藤
枝
市
の
陶
芸

家
・
前
田
直
紀
さ
ん
を
講
師
に
お

招
き
し
て
陶
芸
教
室
を
行
い
ま
し



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。
一
四
年
間
陶
芸
に
携
わ
り
、

世
界
六
ヶ
国
で
展
示
会
を
行
っ
て

い
る
方
で
す
。 

陶
芸
は
陶
芸
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
ス
ト
レ
ス

解
消
、
集
中
力
の
向
上
」
な
ど
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
脳
を
活
性

化
さ
せ
、
指
先
の
運
動
に
も
な
り
、

身
体
の
リ
ハ
ビ
リ
効
果
な
ど
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
田
先
生
の

優
し
い
教
え
方
に
皆
も
安
心
し
て

取
り
組
み
、
個
々
の
素
直
な
感
性

が
表
れ
た
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

焼
き
上
が
っ
た
ら
自
分
の
茶
器
で

お
茶
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。 

 

北
部
す
み
れ
の
家
の
自
主
製
品

と
し
て
「
ス
テ
ン
シ
ル
布
巾
」
を

作
っ
て
お
り
ま
す
。
ミ
シ
ン
で
縫

う
作
業
は
正
確
さ
と
根
気
が
い
る

も
の
で
す
。
「
ま
っ
す
ぐ
に
縫
う
」

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
は
ミ
シ
ン
で
縫
う
人
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
、
新
た
に
挑
戦
し

て
い
る
利
用
者
が
い
ま
す
。
最
初

は
雑
巾
を
縫
い
、
小
さ
い
布
巾
を

縫
い
、
本
番
へ
と
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
縫
う
部
分
に
印
を
つ
け
、

見
本
を
真
似
な
が
ら
、
正
確
に
ま

っ
す
ぐ
縫
っ
て
い
き
ま
す
。 

丁
寧
な
性
格
の
利
用
者
な
の
で

本
人
の
適
性
に
合
っ
た
作
業
で
あ

り
、
そ
れ
を
見
つ
け
て
い
く
の
も

支
援
者
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。 

一
枚
縫
う
と
ひ
と
息
を
入
れ
る

と
い
う
本
人
の
ペ
ー
ス
を
守
り
な

が
ら
無
理
の
な
い
よ
う
に
進
め
て

い
ま
す
。
本
人
の
能
力
を
引
き
出 

 

せ
る
よ
う
な
、
自
信
に
繋
が
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
頂
い
た
食
材

を
中
心
に
、
ミ
ー
ト
ス
パ
ゲ
ッ
テ

ィ
と
野
菜
ス
ー
プ
の
献
立
で
す
。

「
自
分
で
出
来
る
事
を
増
や
す
」

支
援
と
し
て
包
丁
を
使
っ
て
野
菜

を
切
り
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
て

食
べ
る
こ
と
は
「
食
の
自
立
」
と

「
食
育
」
に
繋
が
り
ま
す
。
実
際

に
給
食
は
残
し
て
も
調
理
実
習
で

は
残
さ
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
一

般
的
に
得
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
仲
間
と
協
力
を
す
る
大

切
さ
を
学
び
、
仲
間
と
の
時
間
を

楽
し
み
な
が
ら
残
す
こ
と
な
く
完

食
。
カ
ー
ブ
ス
様
に
感
謝
を
し
な

が
ら
食
べ
ま
し
た
。 

自己表現の作品「器」を作る 

適性に合ったミシン縫い作業 

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
て

就
労
継
続
Ｂ
で
調
理
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
以
前
カ
ー
ブ
ス
様
よ
り 

 

新作が続々出来 
あがっています 

協力して担当しています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
後
記 

 

「
家
族
・
団
欒
」 

 
 

こ
の
時
期
に
咲
く
花
に
「
紫

陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
」
が
あ
り

ま
す
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
目
に

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
色
も
様
々
で
す
が
種
類
も

豊
富
で
三
，
〇
〇
〇
種
以
上
あ

る
よ
う
で
す
。
日
本
の
花
言
葉

は
「
一
家
団
欒
」
「
家
族
の
結

び
つ
き
」
と
い
う
プ
ラ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
。
小
さ
な
花
の
集
ま
り

か
ら
も
そ
ん
な
印
象
を
感
じ

ま
す
。
す
み
れ
の
家
に
も
鮮
や

か
に
咲
い
て
お
り
、
ま
る
で
利

用
者
、
職
員
、
藤
枝
す
み
れ
会

の
雰
囲
気
の
よ
う
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
一
人
ず
つ
の
「
個

性
」
、
そ
れ
が
集
ま
る
と
紫
陽

花
の
よ
う
な
「
家
族
」
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
か
ら
も
い
く
つ
も
あ
る
「
家

族
」
を
大
事
に
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

広
報
担
当 

Ｋ
・O

 

平
成
二
十
七
年
度
の
始
ま
り
の
会
の
「
キ
ッ
ク
オ
フ
の

会
」
が
四
月
十
七
日
（
金
）
に
藤
枝
市
の
学
習
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
・
保
護
者
・
職
員
が
集

ま
る
年
度
始
ま
り
の
式
典
と
し
て
、
利
用
者
も
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
式
典
で
す
。 

十
年
表
彰
、
二
十
年
表
彰
の
利
用
者
達
は
皆
の
前
に
出

て
理
事
長
よ
り
表
彰
状
を
い
た
だ
く
時
の
「
嬉
し
い
緊

張
」
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
藤
枝
特
別
支
援
学
校
を
卒

業
し
た
て
の
新
し
い
利
用
者
六
名
の
紹
介
、
新
任
職
員
六

名
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。
式
典
と
い
う
こ
と
で
の
緊
張

感
の
中
、
今
年
度
の
司
会
進
行
は
東
部
す
み
れ
の
家
利
用

者
が
行
い
ま
し
た
。
各
施
設
の
出
し
物
と
し
て
ハ
ン
ド
ベ

ル
や
ダ
ン
ス
、
大
き
な
カ
ブ
の
劇
、
決
意
表
明
の
発
表
を

そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
合
い
、
日 

々
練
習
し
て
い
た
成
果
が
表 

れ
て
い
る
内
容
に
会
場
が
盛 

り
上
が
り
ま
し
た
。
皆
で
作 

り
上
げ
た
キ
ッ
ク
オ
フ
の
会 

は
会
場
が
一
体
化
し
、
素
晴 

ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
れ
ま 

し
た
。
ご
出
席
頂
い
た
皆
様 

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

『
民
生
委
員
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
』 

各
地
区
の
民
生
委
員
の
皆
様
よ
り
「
東
部
す
み
れ
の

家
」
「
南
部
す
み
れ
の
家
」
「
北
部
す
み
れ
の
家
」
へ
そ

れ
ぞ
れ
に
御
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。
各
施
設
共
に
納
涼

祭
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
利
用
者
が
楽
し
む
会
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で

各
す
み
れ
の
家
に
来
て
利
用
者
達
と
お
話
し
を
し
た

り
、
一
緒
に
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
時
間
を
共

有
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
温
か
い
対

応
に
利
用
者
も
と
て
も
安
心
を
し
て
お
り
、
民
生
委
員

の
方
々
が
お
見
え
に
な
る
と
元
気
な
利
用
者
は
大
き
な

声
で
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
挨
拶
を
し
て
い
る
姿
が
あ

り
ま
す
。
恥
ず
か
し
が
り
屋
な
利 

用
者
は
姿
を
見
て
確
認
。 

話
か
け
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て 

い
る
利
用
者
と
、
民
生
委
員
の
方 

々
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
こ
の 

写
真
に
も
表
れ
て
い
る
か
と
思
い 

ま
す
。
こ
の
温
か
い
関
係
を
大
切 

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の 

で
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 


